
BlueTooth規格

指令台 列車

※ 問題はmicro:bitのサイズが大きすぎて

筐体から確実にはみ出る

micro:bit

BlueTooth
（ESP-Now）

赤外線通信

赤外線通信

リモコン

※ かなりスマートで車体内に全て格納できる。

プログラムも簡単（なはず）

マイコン価格が少しお高い（2個で3000円）

※ 受光部を除き車体内に格納できる。

プログラムも簡単、総額もリーズナブル

マイコンも2個で600円程度（AliEx Arduino-Nano）

※ 最安案 リモコンは何でも良いが、

電車を操作するための専用装置感は皆無で無感動

ダイソー プチ電魔改造案いろいろ （電源問題には触れない）

説明

最上段はmicro:bitを使った現行のプチ電の構成

これでは全てを電車車体内に格納しきれないため、それ以下の事例で無線化するためにどうしたら良いかを考えてみた。

少し高額にはなるが2番めの案が美しいと思う。

ここには書いていないが、「ATtiny85」をソケットに差して使うのが安価で超小型化が可能になる。

ただし、いずれの場合もマイコン駆動用に5Vの電源が必要となる。

5V電源をプチ電の1.5Vモーターには直接印加できない（と思う）ので降圧する必要が生じる。

参考でネット上によくある手口をまとめて、次ページにその構成を書いておく。（こりゃしんどい）

M5 Atom-Lite

Arduino Nano

モータードライバ基盤 DCモーター

外付けボタン等



※ 問題は

・WiFiルータが必要になること

・列車側のマイコン内にHTTPサーバを立て、

端末（PC）ブラウザ上で動くコントールソフト作成が必須

よくスマホでマイコンのハードを動かす事例があるが、あれはこの形式が多い。

ウエブサーバをLAN上に作るための基礎知識が必要となる。

ここまでは、スマホ画面を指でなぞって操作するシステム

これに加えてPCやスマホに外部ボタンを付けて物理的指令台を追加し、これで列車制

御するためには、更にPC上に追加のアプリケーションと、シリアル通信（UART）によ

るハードウエア制御機構（左図緑色群の「指令台」など）が必要となる。

WindowsPCにはこういう外部連携機能が殆どないので、難儀します。

なのでPCではなく汎用入出力Pin（GPIO）を持つラズパイを使うが吉でしょう。

ブラウザ

ルータ

WiFi

HTTPサーバ

列車

Web Socket API

自作アプリケーション

シリアル通信

指令台

参考URL

「ESP32でLチカ」

https://qiita.com/northVil/items/fbdb2c3a52ebc32eaf7f

「Webブラウザでシリアル通信を行う」

https://qiita.com/tekka/items/36edc0d6e918ac2b5ab9

ネット上の参考サイトでよくある事例

参考でネット上によくある手口をまとめて、次ページにその構成を書いておく。（こりゃしんどい）

+ リアクションプログラム
WiFi規格


